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今
年
も
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ま
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！
　
ふ
る
さ
と
の
旬
を
食
べ
よ
う

梨イベント情報
■なし坊フェスタ 2015
　8月 29 日㈯　　午前 10 時～
　JA西印旛農産物直売所「やおぱぁく」
■柏レイソルしろいホームタウンデー
　9 月 20 日㈰　日立柏サッカー場（柏市）
■白井梨マラソン
　10 月 4 日㈰　午前 9時～
　白井運動公園

　
市
で
は
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ろ
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7
月
30
日
に
は
、
市
梨
業
組
合
主

催
の
「
梨
の
試
食
会
」
が
白
井
梨
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
家
族

連
れ
や
市
場
関
係
者
を
招
待
し
、
初

物
の
「
幸
水
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
秋
本
組
合
長
は
「
今
年
の
春
先
は

涼
し
く
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

7
月
に
入
る
と
天
候
に
恵
ま
れ
台
風

の
影
響
も
な
く
、
糖
度
が
14
度
も
あ

る
と
て
も
甘
い
梨
と
な
り
ま
し
た
。

収
穫
量
も
昨
年
を
超
え
そ
う
で
す
。

10
月
上
旬
ま
で
楽
し
め
る
白
井
の
ふ

る
さ
と
の
味
を
思
い
っ
き
り
食
べ
て

く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち
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平成 27年
（2015 年）

　市には日本で唯一の競馬学校があります。
　市内外の多くの皆さんに白井市や市の特産品を広く知ってもらうた
め、市では市商工会および白井工業団地協議
会の協力で「白井特別」競走を実施します。
　当日は市の特産品などの展示・販売を行い
ます。
日程　9月21日㈷
場所　日本中央競馬会中山競馬場（船橋市）
競走名　第4回中山競馬第5日目第9競走「白井特別」競走

「白井特別」競走　特別席をプレゼントします
　日本中央競馬会では、当日の特別席（ペアシート）を抽選で30組60
人にプレゼントします。
対象　市内在住・在勤の満20歳以上
■申・■問　はがきに郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、希望人数（2
人まで）を記入の上、8月28日㈮（消印有効）までに郵送で秘書広報課
広報広聴班　内線3372 ～ 4へ
※応募は1人1枚とし、当選者には当選通知を送付します。

◆白 井 特 別 競 走◆

当日ボクたちがお出迎えします

　全国のゆるキャラが人気を競う「ゆるキャラグランプリ2015」に、
市のマスコットキャラクターとして日々奮闘している「なし坊・かおり」
がエントリーしました。「なし坊・かおり」を通じて特産品である梨な
ど市の魅力を多くの人に知ってもらいたいと考えています。皆さんの
力を借りて少しでも上位に行けるよう、応援や投票をお願いします。
【なし坊からのコメント】
　「8月8日のボクの20歳の誕生会ではみん
なでお祝いしてくれてありがとう。昨年に
引き続き『元祖梨キャラ』としてひと花咲
かせたいです。みんなの力をボクたちに！
よろしくお願いします。」
　投票期間は、8月17日㈪から11月16日㈪
までです。投票方法はゆるキャラグランプ
リのホームページをご覧ください。
S　http://www.yurugp.jp/
■問　企画政策課企画政策班　内線3351

なし坊・かおり「ゆるキャラグランプリ2015」に
エントリー！　17日から投票開始　応援してネ

日　程 場　所

8 月 10 日㈪～ 31 日㈪ 市役所 1階ロビー
9月 1日㈫～ 10 日㈭
※ 10 日㈭は午前 10 時
まで

白井駅構内

9月 10 日㈭～ 18 日㈮
※ 10 日㈭は午後 1時
から

西白井駅構内

9月 19 日㈯～ 30 日㈬ 各センター児童館

※白井駅は保育園のみ、西白井駅は幼稚園

のみ、各センター児童館の展示は、近隣の

保育園、幼稚園の展示となります。

■問　秘書広報課広報広聴班　内線 3372 ～ 4

　市内の保育園、幼稚園の園児が手作りした「なし坊作

品」を展示します。

園児の作品の一部

築地市場で「しろいの梨」
をPR
 　8 月 3 日、市梨業組合が
東京の築地市場で市場関係
者を対象に試食会を行いま
した。今年で 5回目になり
ます。組合の皆さんは「し
ろいの梨は日本一」と力強
く PRしていました。

白井駅で若手梨農家による梨の
試食販売
 　8 月 5 日、白井駅前で若手梨農家
13 人が、地元特産の「しろいの梨」
をもっと市内の皆さんに知ってもら
おうと「梨の試食販売」を行いまし
た。会場は梨を PRする声に誘われ
た大勢の人でにぎわい、用意した梨
はすぐに完売しました。

千葉テレビで「しろいの梨」
を紹介
 　8 月 5 日、千葉テレビの
情報番組「ウィークリー千
葉県」の収録が、木在住の
押田豊さんの梨畑で行われ
ました。梨の収獲から箱詰
めまでの様子が収録されま
した。放送日は、22 日㈯午
後 10 時からです。

なし坊作品展

「あまくておいし～い」とシャキシャキした梨をほおばる子どもたち（市梨業組合の試食会から）

梨を試食する市場関係の皆さん

しろいの梨をアピールしました

しろいの梨を PRする押田豊さん

ボクたちを応援してネ！
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子どもたちに安全でおいしい給食を提供するために
学校給食共同調理場の移設・建て替えに取り組んでいます

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　学校給食共同調理場（以下「共同調理場」）では、現在
市内の小学校8校、中学校4校の児童・生徒などに、約5,900
食提供していますが、建設から36年が経過し、老朽化や
耐震性能の不足、アレルギー対策が十分に取り組めない
など多くの課題を抱えています。
　市では、今後も子どもたちに安全でおいしい給食を確
実に提供するため、共同調理場の移設・建て替えの考え
方を整理しましたのでお知らせします。
■問　学校教育課指導班　内線3241

◆共同調理場は、7,000食対応の共同調理場を移設・
建て替えで整備する
◆建て替え手法は、PFI方式による施設整備とする
◆建て替え候補地は、白井市復1422番2、復1323番15
とする
◆供用開始時期は平成31年4月を目標とする

共同調理場の移設・建て替えの考え方

各方式の比較表

項目 現調理場の改修 自校方式
移設・建て替え

従来方式 PFI方式

施設整備費 1,047百万円 3,847百万円 3,066百万円 2,696百万円
15年間の運
営費

2,919百万円 7,126百万円 3,668百万円 3,480百万円

利息等 83百万円 312百万年 253百万円 666百万円

交付金 122百万円 382百万円 253百万円 253百万円
市の負担額 3,927百万円 10,903百万円 6,734百万円 6,589百万円
対応見込み
食数

6,000食 6,700食 7,000食

施設使用可能
見込み年数 15年 50年～ 70年

整備期間 12カ月 年1校で12年 12カ月
工事期間中
の給食形態 弁当 既存施設にて対応

学校給食衛
生管理基準 満たさない 満たす

アレルギー
調理室 未設置 設置

※金額は全て概算です。

整備方法はなぜ、移設・建て替えなのですか 現在の課題は何ですか

■施設・設備の老朽化と耐震性能の不足
　現在の共同調理場は、昭和54年度に建設されたもので、
施設・設備の老朽化が進んでいるとともに、耐震性能も
不足しています。
■学校給食衛生管理基準・食育や食物アレルギー対策
　調理場面積が狭いため、学校給食法で定められている
学校給食衛生管理基準を満たすことができないことや、
食育や食物アレルギー対策が十分に取り組めない状況で
す。
　そこで、学校給食法で定められている「学校給食の目標」
を達成するため、衛生管理に配慮し、アレルギー対応食
の提供、食育の充実、地産地消の推進などを図りながら
安全で栄養バランスを考えたおいしい給食を提供できる
施設を早急に整備する必要があります。

　学校給食の提供方法には、主に各学校で調理
する自校方式と複数の学校に給食を提供する共

同調理場方式があります。白井市では、桜台小・中学校
は自校方式、それ以外の小・中学校12校は共同調理場方
式で給食を提供しています。
　今後の整備方法を検討する際、下表のとおり現在共同
調理場で給食を配食している12校の平成31年度から平成
45年度までの15年間の児童・生徒数の推計や、現在の共
同調理場や桜台小中学校調理場の運営費などから、「現在
の共同調理を改修した場合」「全て自校式とした場合」「移
設・建て替え」とした場合について、それぞれの施設整
備費や15年間の運営費などを比較検討しました。その結
果、学校給食衛生管理基準やアレルギー対応などの共同
調理上の課題を解決できる方法で、市の負担額が一番安
価な「PFI方式による移設・建て替え」による整備方法
が最良と判断しました。

Ｑ2 Ｑ1
A1A2

築36年の学校給食共同調理場

老朽化による雨漏り

学校給食衛生管理基準を満たすことができない調理場

お詫びと訂正
・広報しろい8月1日号6ページでお知らせしました「くらしのサポート講座」の講師③に誤りがありました。正しくは③白井市障害者「友の会」の
皆さんです。お詫びして訂正いたします。
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現施設の改修では対応できないの整備可能な場所はどこですか

自校方式は考えられないの

その他の整備方法はありますか

Ｑ3
　建物が老朽化しているため、施設使用可能年
数が後15年程度と見込まれ、その後の建て替え

が必要になります。
　また、建物面積が狭いため、学校給食衛生管理基準に
沿った施設整備ができないことや、食育や食物アレルギー
対応も改善ができず、多くの課題が残されたままとなり
ます。さらに、対応食数が約6,000食であることから、今
後の児童・生徒数の増加に対応できない事態が生じかね
ないことや、工事期間中はこれまで通りの給食を提供で
きません。
　工事期間中は、市が弁当を用意するよう努めますが、
厳しい衛生管理基準を満たし、児童・生徒にあった栄養
バランスのとれた給食を提供できる事業者を確保できる
か定かではありません。
　なお、現施設を学校給食衛生管理基準に基づいて改修
した場合には、約3,000食の調理能力しか見込めません。

A3

Ｑ4
　そもそも各学校は、調理場を整備することを
想定していません。

　各学校に調理場を整備する場合、児童・生徒の人数に
よりますが、370平方㍍～ 600平方㍍程度の用地が必要と
なります。
　これは学校にあるプールの水面積（約370平方㍍）と同
程度かそれ以上となりますが、食材搬入車の導線確保や
児童・生徒の安全を考えると、必要な用地を確保できる
と見込まれる学校は12校中４校にとどまります。
　また、12校全てに調理場を整備し、15年間運営すると
市の財政負担額は約109億円と相当な経費が見込まれ、将
来に大きな財政負担を残すことになります
　さらに12校全ての学校に調理場を整備するためには、1
年で1校整備していくと12年かかり、その間も現在の共同
調理場の修繕費や備品更新費が生じます。
　以上のことから、自校方式は現実的ではありません。

A4

Ｑ5
　議会などの議論では、現在の共同調理場の改
修や自校方式の他に、現在の共同調理場の増築

や校内に調理場を整備し他の小中学校に給食を配食する
親子方式についても議論されました。
　現在の調理場を増築し、学校給食衛生管理基準を満た
すためには、現施設の約２倍の面積が必要となりますが、
現在地では十分な敷地面積を確保できません。
　また、現在地は都市計画上の用途地域では、住居系の「第
2種住居地域」となっており、建築基準法上の取扱いが工
場となる共同調理場を増築することは、法的に非常に困
難となります。
　親子方式については、自校方式の調理場よりさらに大
きな調理場が必要となり、これを学校内に整備すること
は、自校方式よりもさらに整備が困難となります。
　また、親子方式は、調理場が建築基準法上の取扱いが
工場となることから、ニュータウン地区にある学校の敷
地内（都市計画上の用途地域では、住居系の「第1種中高
層住居専用地域」）に整備するのは法的に非常に困難とな
ります。
　これらのことから、現在の共同調理場の増設や親子方
式については現実的ではありません。

A5

Ｑ6
　建築基準法上の取扱いが工場となる調理場が
市内に整備可能な場所は、用途地域が工業系で

ある「工業専用地域」および「準工業地域」が原則とな
りますが、上下水道やガスなど調理場を運営する上で必
要なインフラが整っている必要があります。
　工業団地は「工業専用地域」ですが上水道が未整備です。
今回建替え候補地は「準工業地域」で必要なインフラも
整っていることから、速やかに調理場を整備することが
できます。

A6

Ｑ7 ＰＦＩ方式ってなんですか

　施設の設計や建設および給食の調理や配送、
配膳業務を一括で発注する方式を「ＰＦＩ方式」

といいます。個別で発注する「従来方式」（現在の共同調
理場）と比較して安価になるものと見込んでいます。
　ＰＦＩ方式のメリットとしては、一括発注、長期契約
にすることにより、民間のノウハウがより多く発揮され
ることや、工期の短縮、維持管理・運営を考慮した設計・
施工が可能となることなどから、建設費や維持管理費用
が削減できると考えています。
　また、民間が資金を調達するため、施設整備費の財政
負担が平準化されます。調理場の整備や運営を、ＰＦＩ
方式でする先行事例も多く、民間の質の高いサービスが
期待できるためＰＦＩ方式での移設・建替えが有利と判
断しました。
【参考】　ＰＦＩ方式で給食センターを整備した県内の例
千葉市、銚子市、八千代市、鎌ケ谷市、浦安市など

A7

総合公園

市役所

消防署

建て替え候補地

国
道
16号

県
道
市
川
・
印
西
線

県道
北環
状線

文化センター

建て替え候補地位置図

▇市では、調理場が抱えている課題を解決するため、平成23年度から有
識者や市民公募、PTAの代表者などからなる「学校給食共同調理場運営
委員会」などで検討し、平成24年度には、現在の調理場で給食を提供し
ながら新たな施設に移行できることなどから、調理場の移設・建て替え
を決定しました。
▇平成25年度に、新たな施設のあり方と本市にふさわしい学校給食の実
現に向けた基本的な考え方をまとめた「白井市学校給食共同調理場建替
事業基本計画」を策定しました。
▇平成26年度に、建て替え用地の選定と建て替え方法の検討を行うとと
もに、平成27年第1回定例議会に関連予算などを上程したところ、市民
から「白井市学校給食共同調理場建替え全面見直しに関する陳情」が提
出され、本会議において趣旨採択され、関連予算なども否決となりました。
▇一方、児童・生徒の保護者からなる白井市小中学校PTA連絡協議会か
ら、「学校給食共同調理場の移設・建て替えについて、現行計画通りに
速やかに進めることに関する要望書」が市長および議会議長宛てに提出
されました。
　また、白井市小中学校PTA連絡協議会では、学校給食共同調理場の移
設・建て替えについて、現行計画通りに速やかにすすめることを求める
署名を行い、保護者や市民の皆さんから約1万人もの署名を集め、市長
および議会議長宛てに提出されました。
　これらの声を受けて、再度学校給食共同調理場運営委員会に意見を伺
うなど検討し、今回の考え方を整理しました。

これまでの経緯



国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
10
月
1
日
を
基
準
日

と
し
て
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
日
本
国
内
に
住
む
全

て
の
人
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

　
今
回
の
調
査
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
回
答
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
9
月
上
旬

か
ら
調
査
員
証
を
携
行
し
た
統
計
調

査
員
が
皆
さ
ん
の
家
に
伺
い
、
調
査

に
関
す
る
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

調
査
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
記
入
さ
れ
た
事
項
は
、
統
計
法
に

よ
り
他
に
漏
れ
た
り
統
計
を
作
る
以

外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
国
勢
調
査
調
査
員
を
装
う
「
か
た

り
調
査
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
企
画
政
策
課
情
報
管
理
班
　
内

線
3
3
5
8
・
9

入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
を
受
け
付
け
ま
す

　
白
井
市
の
平
成
28
・
29
年
度
の
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
や
事
業
者

は
、
11
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
千

葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
ち
ば
電
子
調

達
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
電
子
形
式
で

行
っ
た
後
、
千
葉
県
電
子
自
治
体
共

同
運
営
協
議
会
の
共
同
受
付
窓
口
へ

必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
や
必
要
書
類
の
詳
細
は
、

千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
　
千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同

運
営
協
議
会
0
4
3
（
4
4
1
）

5
5
5
1
、
管
財
契
約
課
管
財
契
約

班
　
内
線
3
3
4
5
・
6

入学試験の概要
学
科

募集人員 試験期日 試験会場 願書受付

農
学
科

推薦入学 40人 10月27日㈫

千葉県立
農業大学校
（東金市）

9月30日㈬～ 10月
14日㈬

一般入学
A日程30人 平成28年1月7日㈭

12月4日㈮～ 18日
㈮

B日程10人 平成28年2月26日㈮
平成28年2月8日㈪
～ 17日㈬

研
究
科

推薦入学 10人 10月27日㈫
9月30日㈬～ 10月
14日㈬

一般入学
A日程10人 平成28年1月7日㈭

12月4日㈮～ 18日
㈮

B日程若干
名

平成28年2月26日㈮
平成28年2月8日㈪
～ 17日㈬

　近年地震だけでなく火山活動も頻発していますが、乳幼児がいる
人や妊婦の人、体が不自由な人、高齢の人たちなどいざという時、
不安な人も多いと思います。天災に備えるには日頃から「防災」に
対する取り組みが大切です。
　今回、千葉県男女共同参画地域推進員（東葛飾地域）と千葉県男
女共同参画センターが主催となり、多様な視点から見た防災につい
ての講演と体験型ワークショップを開催します。この機会に防災に
ついての知識などについて一緒に学んでみませんか。
場所　西白井複合センター
対象　一般　50人（申し込み順）
参加費　無料
保育　あり（要予約、6カ月～就学前）

～千葉県男女共同参画地域推進員事業～

地球がなんだか変
～今一度考えてみよう防災について～

日程表

日時 内容

8月30日㈰
14：00 ～ 16：00
（受け付け　13：30 ～）

第1部　講演
『自分たちの命は自分たちで守る』
講師　NPO法人パートナーシップながれやま代表
山口文代さん
第2部　体験型ワークショップ
『私にもできる防災・減災ノート』を使って
講師　流山子育てプロジェクト代表
青木八重子さん

■申・■問　市役所・各センターにあるチラシ裏面の申込書、または住
所、氏名、性別、電話番号、ファクス番号、（保育を希望する場合は
子どもの名前・年齢・性別）を記入し電話かファクス、Eメールで
千葉県男女共同参画センター☎043（252）8036、N043（252）8037、
{kenkyouse@mz.pref.chiba.lg.jpか企画政策課男女共同参画室　内線
3355へ

　千葉県立農業大学校では、農業を志す優れた担い手および指導者の育成
を目指し、入学生を募集します。入学試験の概要については下表のとおり
です。

平成28年度千葉県立農業大学校の学生募集（推薦・一般）

　■問　千葉県立農業学校　☎0475（52）5121、農政課農政班　内線3252

　
放
置
自
転
車
は
、
駅
前
広
場
や
歩

道
を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
や
身
体
に
障

が
い
が
あ
る
人
の
通
行
、
救
急
車
や

消
防
車
な
ど
に
よ
る
緊
急
活
動
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。「
少
し
の
時
間
だ

か
ら
」
「
た
っ
た
1
台
だ
け
」
が
多

く
の
放
置
自
転
車
を
呼
び
込
み
、
大

変
危
険
な
状
況
を
作
り
出
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
市
で
は
、「
市
自
転
車
等
の
放
置

防
止
に
関
す
る
条
例
」
で
、
左
図
の

と
お
り
白
井
駅
前
お
よ
び
西
白
井
駅

前
の
周
辺
を
「
自
転
車
等
放
置
禁
止

区
域
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
や
原
動
機
付
自
転
車
は
、

同
条
例
に
基
づ
き
市
で
撤
去
、
移
送

し
ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
の
引
き
取

り
の
際
に
は
、
使
用
者
が
撤
去
費
用

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
駐

輪
す
る
と
き
は
必
ず
所
定
の
駐
輪
場

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
市
営
駐
輪
場

を
使
用
す
る
場
合
は
定
期
利
用
の
申

請
を
す
る
か
、
一
時
利
用
券
を
購
入

し
て
自
転
車
な
ど
に
貼
付
し
ま
し
ょ

う
。

※
無
許
可
駐
輪
も
撤
去
の
対
象
と
な

り
ま
す
。ま
た
、自
転
車
な
ど
を
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
な
ど
に
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な

い
で
い
る
場
合
は
、
切
断
し
撤
去
し

ま
す
。

　
身
近
で
始
め
ら
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

と
し
て
、
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
も

の
を
分
別
ル
ー
ル
に
従
い
排
出
し
、

回
収
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
と
し
て

再
び
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
要
と
な
っ
た
も
の
を
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る
こ
で
、
燃
や
す
ご
み

な
ど
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
ご
み

を
処
理
す
る
経
費
や
温
室
効
果
ガ
ス
、

埋
め
立
て
す
る
処
分
量
な
ど
も
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

上
で
大
切
な
こ
と
は
、
普
段
の
生
活

で
な
る
べ
く
再
生
品
を
使
う
よ
う
に

努
め
る
こ
と
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
た
再
生
品
も
、
そ
れ
ら
が
使
用
さ

れ
な
け
れ
ば
結
局
は
ご
み
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
商
品
を
買
う
と
き
は
、
再
生
品
を

積
極
的
に
選
ぶ
こ
と
や
普
段
か
ら

「
分
け
れ
ば
資
源
」「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」

と
い
う
認
識
を
も
ち
、
リ
サ
イ
ク
ル

つ
な
げ
よ
う
！

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪

⑯

の
輪
を
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

資
源
と
し
て
収
集
し
て
い
る
も
の

①
飲
料
や
食
品
が
入
っ
て
い
た
瓶
類

や
缶
類
、
飲
料
用
な
ど
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル

②
卵
の
パ
ッ
ク
や
レ
ジ
袋
な
ど
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類

③
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
の

紙
類

④
衣
類
や
タ
オ
ル
な
ど
の
布
類

⑤
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
の
使
用
済
み
の
小
型
家
電

⑥
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
用
油
（
植

物
性
に
限
る
）

排
出
方
法

①
〜
④
は
、
地
区
ご
と
の
資
源
物
の

収
集
日
に
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。
⑤
⑥
は
、
各
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
か
回

収
容
器
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な

ど
の
返
還

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の
返
還

に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

返
還
申
請
の
方
法
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
返
還
申
請
】

日
時

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分

場
所
　
市
役
所
3
階
市
民
安
全
課

持
ち
物
　
返
還
を
受
け
る
人
の
住
所

や
氏
名
が
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑
、
は
が

き
で
通
知
を
受
け
た
場
合
は
「
保
管

自
転
車
等
返
還
通
知
」

移
送
保
管
手
数
料
　
自
転
車
2
、
0

0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車
3
、0

0
0
円

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時
　
金
・
日
曜
日
（
金
曜
日
が
祝

日
の
場
合
や
年
末
年
始
を
除
く
）　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
白

井
3
7
7
―
6
）

持
ち
物

　
返
還
申
請
時
に
発
行
す
る

返
還
許
可
証
、
自
転
車
な
ど
の
鍵
、

印
鑑

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1
・
2

西白井駅前 白井駅前

※　　　　　 は「自転車等放置禁止区域」　　　　　　 は駐輪場です。

自
転
車
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

第1駐輪場
❶

❷
第2駐輪場

❸
第3駐輪場

❹第4駐輪場

❶ 第1駐輪場

第2駐輪場
❷

❸

第3駐輪場

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆千葉県男女共同参画地域推進員とは◆
　各地域において県や市町村とのパイプ役となって男女共同参画を
推進する事業を行うため、各市町村からの推薦を受け県が委嘱して
います。東葛飾地域での活動は、松戸・野田・柏・流山・我孫子・
鎌ケ谷・印西・白井の8市から推薦された推進員が実施しています。
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就
学
時
（
小
学
校
入
学

前
）
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す

　
来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

平
成
21
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
22
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
健

康
診
断
と
発
達
検
査
を
、
下
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
10
月
上
旬
に
通
知
の

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。
住
所
地
の

小
学
校
で
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
通
知
が
届
か
な
い
」「
今
後
入
学

ま
で
の
間
に
他
市
町
村
へ
転
出
を
予

定
し
て
い
る
」「
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
指
定
日
に
受
診
で
き
な
い
」

就学時（小学校入学前）健康診断日程表

学校名 日程 受付時間 終了時刻

白井第一小学校  10月30日㈮ 13:00 ～ 13:15 15:30

白井第二小学校  11月26日㈭ 13:00 ～ 13:15 15:00

白井第三小学校  11月4日㈬ 12:35 ～ 13:05 16:00

大山口小学校  11月10日㈫ 12:30 ～ 12:50 15:30

清水口小学校  11月9日㈪ 13:00 ～ 13:20 15:30

南山小学校  11月13日㈮ 13:00 ～ 13:15 16:00

七次台小学校  10月30日㈮ 12:45 ～ 13:00 16:00

池の上小学校  11月19日㈭ 13:10 ～ 13:20 15:45

桜台小学校  11月2日㈪ 13:00 ～ 13:15 15:30

※終了時刻は受診人数などにより変わる場合があります。

な
ど
の
場
合
は
、
必
ず
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
受
付
時
間
を
厳
守
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
通
知
は
が
き
、

上
履
き
、
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
来
校
す
る
際
に
は
、
自
転

　文化センター 4館協議会は、利用者に親
しまれる魅力ある施設を目指して、図書
館、文化会館、郷土資料館、プラネタリ
ウム館それぞれの運営や事業を、適正か
つ円滑に行うため、調査・審議する組織
です。
　教育委員会では、31人に協議会委員を
委嘱しました。
　任期は平成29年6月30日までで、委員は次の皆さんです（敬称略）。
【図書館協議会委員】
吉井信行（会長）、吉田朝子（副会長）、渡辺敦、中澤孝子、平塚宜子、
尾形仁、髙花智美
【文化会館運営協議会委員】
網野博幸（会長）、主藤美知子（副会長）、大野真裕、川上禮子、鶴田敏子、
神田公司、石川史郎、海老原修、馬場崎隆二、文野真理
【郷土資料館運営協議会委員】
古里節夫（会長）、横山謙次（副会長）、倉田恵津子、石崎千津子、小林茂、
岩立忠義、阿部哲、白田泰明
【プラネタリウム館運営協議会委員】
森優（会長）、松上和代（副会長）、森下康彦、多賀治恵、荒木孝一、
赤瀬篤也
■問　文化課文化班　☎（492）1123

委嘱状を交付しました

文化センター 4館協議会委員を
委嘱しました

「
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
」
の
お
知
ら
せ

　
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と
は
、

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る

義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
な
ど
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す

る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で
す
。

　
試
験
に
合
格
し
た
人
に
は
、
高
等

学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
願
書
の
配
布
場
所
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人

ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ

っ
た
人
で
、
平
成
28
年
3
月
31
日
ま

で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
平

成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に

達
す
る
人
で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り

ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
た
人

③
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
16

歳
以
上
に
な
る
人
（
①
お
よ
び
④
に

該
当
す
る
人
を
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳

以
上
に
な
る
人

試
験
日

　
10
月
28
日
㈬ 

試
験
会
場
　
千
葉
県
教
育
会
館
（
千

葉
市
）

願
書
受
付
期
間
　
8
月
24
日
㈪
〜
9

月
11
日
㈮
（
消
印
有
効
）

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班

　
内
線
3

4
2
6

車
や
徒
歩
で
の
来
校
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
健
診
日
当
日
は
保
護
者
向
け
の
家

庭
教
育
講
座
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内
線

3
4
2
2
・
6

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
し
た

　
　
　
　
温
泉
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
192

Q
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
温
泉
ホ
テ

ル
が
安
く
宿
泊
で
き
る
サ
イ
ト
を
見

つ
け
た
。
日
に
ち
を
指
定
し
て
ホ
テ

ル
を
予
約
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
決
済

し
た
。

　
旅
行
に
行
く
予
定
だ
っ
た
が
、
都

合
が
悪
く
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
な

い
の
か
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

A
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
旅
行
業
者
や
宿
泊
施
設
の
サ

イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
宿
泊
だ

け
を
手
配
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
旅
行
業
者
の

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
を
し
て
い
ま

す
が
、
単
な
る
宿
泊
手
配
サ
ー
ビ
ス

で
し
た
。
こ
の
場
合
、
旅
行
業
者
は

温
泉
ホ
テ
ル
を
手
配
す
る
だ
け
で
そ

の
サ
ー
ビ
ス
が
終
わ
り
ま
す
。
つ
ま

り
「
い
つ
ま
で
に
申
し
出
れ
ば
キ
ャ

ン
セ
ル
で
き
る
か
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

が
い
く
ら
な
の
か
」
は
、
そ
の
温
泉

ホ
テ
ル
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
申
し
込
み
を
す
る
前
か
ら
キ
ャ
ン

セ
ル
を
す
る
と
き
の
事
を
考
え
る
人

は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
必

ず
契
約
先
、サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
、キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
確
認
し
て
か
ら
申
し
込

み
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
サ
イ

ト
で
あ
っ
て
も
外
国
の
旅
行
業
者
サ

イ
ト
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
日
本
の
商
取
引
に
関
す
る

商
慣
習
法
と
は
異
な
り
、
キ
ャ
ン
セ

ル
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
消
費
者
に
と
っ
て
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
よ
り

注
意
深
く
申
し
込
ま
な
い
と
思
わ
ぬ

も
め
事
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
〜
金
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

「
母
乳
」
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い

　
消
費
者
庁
よ
り
、
過
去
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
母
乳
と
称
し
た
商
品

を
販
売
し
て
い
た
実
態
が
あ
る
と
の

注
意
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
第
三
者
か
ら

購
入
す
る
母
乳
は
、
乳
児
が
飲
む
と

病
気
に
感
染
す
る
恐
れ
や
衛
生
上
に

危
険
が
伴
い
ま
す
。
こ
う
し
た
危
険

性
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
し
ま
し
ょ

う
。

　
母
乳
が
出
な
い
こ
と
に
悩
ん
で
い

る
人
は
、
ま
ず
地
域
の
医
師
や
助
産

師
・
保
健
師
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

　出産と育児について、夫婦で一緒に学んでみませ
んか。「赤ちゃん人形」を使った実習で、赤ちゃん
を迎える実感がわいてきますよ。
日時　9月6日㈰　午前10時～正午（受け付け　午前
9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月までの妊婦とそ
の家族　16組（申し込み順）
※経産婦の人も参加できます。

内容　夫婦で協力する出産・育児や母乳育児の話「お風呂入れ」の実習、
マタニティーヨガ、妊婦体験ジャケット着用
持ち物　母子手帳、筆記用具
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か、「ちば電子申請サー
ビス」の白井市「平成27年度マタニティ向け講座・子育て応援講座申し込
み」へ
※電子申請は開催日の1週間前までに申し込みをしてください。

プ レ ☆ パ パ マ マ ス ク ー ル 難
病
見
舞
金
の
受
給
資

格
の
更
新
手
続
き
を
忘

れ
ず
に

　
市
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

お
よ
び
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
に
難
病
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　
す
で
に
見
舞
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
印
旛
保
健
所
へ
特
定
疾
患
医

療
（
指
定
難
病
）
な
ど
の
更
新
手
続

き
の
後
、
更
新
と
な
る
人
に
は
新
し

い
受
給
者
証
（
有
効
期
限
が
平
成
27

年
10
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
9
月
30

日
ま
で
の
も
の
）
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
写
し
を
社
会
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
見
舞
金

を
支
払
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
7
月
24
日
か
ら
31

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
品
目
　
エ
ダ
マ
メ
、
シ
ョ
ウ

ガ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
梨
（
幸
水
）、
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ

県
検
査
品
目
　
梨
（
幸
水
）

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

子

育

て

公  

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

　
1
歳
児「
り
す
さ
ん
」、2
歳
児「
う

さ
ぎ
さ
ん
」
合
同
で
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
9
月
7
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
9
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
赤
ち
ゃ
ん
の
体
を
や
さ
し
く
マ
ッ

サ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
親
子
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
9
月
11
日
㈮
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
歩
行
前
ま

で
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
育
児
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
高
橋

佳
子
さ
ん

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

子

ど

も

西  

夏
休
み
子
ど
も
映
画
会

　
午
前
は
幼
児
向
け
の「
ス
イ
ミ
ー
」

な
ど
、
午
後
は
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

を
上
映
し
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈬
　
午
前
の
部
　
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

対
象

　
幼
児
〜
小
学
生
（
自
由
参
加
）

※
幼
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。
　

西  

親
子
和
菓
子
体
験
教
室

　
親
子
で
一
緒
に
和
菓
子
作
り
を
体

験
し
よ
う
。

日
時
　
9
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
菓
匠
松
久
　
石
井
輝
章
店
主

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク

参
加
費
　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
5
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ

　
み
ん
な
で
卓
球
を
し
て
遊
ぼ
う
。

日
時

　
9
月
12
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

4
時

対
象

　
小
学
生
（
自
由
参
加
）

持
ち
物
　
飲
み
物
、
上
履
き

白  

親
子
で
そ
ば
打
ち
体
験

　
親
子
で
協
力
し
て
そ
ば
を
打
っ
て

み
よ
う
。
手
作
り
の
そ
ば
の
味
は
格

別
で
す
。

日
時
　
9
月
13
日
㈰
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
以
上
の
親
子
　
9
組

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
健
康
文
化
都
市
夢
ふ
れ
あ
い

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、

椀
、
箸

参
加
費

　
１
組
8
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

白
井
市
民
大
学
校
公
開

講
座

　「
白
井
の
希
少
性
〜
希
少
価
値
と

い
う
価
値
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
2
時
30
分
〜

4
時
30
分
（
受
け
付
け
　
午
後
2
時

〜
）

場
所
　
文
化
会
館
か
お
り（
中
）ホ
ー

ル対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
写
真
家
　
テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト

さ
ん

申
・
問

　
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

氏
名
を
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

内
線
3
4
3
1
・
2
・ sy

ou
g
ai

-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

運
動
公
園
イ
ベ
ン
ト

①
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

　
初
め
て
ヨ
ガ
を
す
る
人
や
初
級
者

向
け
の
教
室
で
す
。

　
個
人
の
体
力
に
合
わ
せ
た
運
動
に

呼
吸
法
を
プ
ラ
ス
し
て
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
効
果
を
得
な
が
ら
全
身
を
無

理
な
く
ほ
ぐ
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
筋
肉
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
8
月
27
日
、
9
月
3
日
・
10

日
、
10
月
8
日
・
29
日
、
11
月
5
日
・

26
日
、
12
月
3
日
（
各
木
曜
日
・
全

8
回
）　
午
前
10
時
〜
11
時

対
象
　
市
内
ま
た
は
周
辺
市
町
在
住

者
　
22
人
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
12
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
4
、
0
0
0
円
（
保
険
代

ほ
か
）

②
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
公
益
財
団
法
人
吉
田
記
念
テ
ニ
ス

研
修
セ
ン
タ
ー
の
岩
見
亮
専
任
コ
ー

チ
か
ら
、
ダ
ブ
ル
ス
に
必
要
な
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
の
指
導
を
受
け
た

後
、
午
後
か
ら
は
実
践
試
合
を
行
い

ま
す
。

日
時
　
9
月
9
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
受
け
付
け
　
午
前
9
時

30
分
〜
9
時
50
分
・
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性

　
32
人

（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
18
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

ほ
か
）

申
・
問

　
①
は
8
月
23
日
㈰
、
②
は

9
月
2
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
運

動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　「
白
井
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
2
0

1
5
」
で
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
補
助
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

　
団
体
で
の
応
募
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
団
体
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
で
一
緒
に
準
備
や
運
営
な

ど
で
汗
を
か
き
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
10
月
12
日
㈷
（
雨
天
中
止
）

場
所

　
白
井
運
動
公
園

対
象

　
高
校
生
以
上

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
8

月
27
日
㈭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵

送
か
直
接
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
班

　
内
線
3
4
3
4
へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程

　
9
月
4
日
㈮
・
14
日
㈪

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

第66回印旛郡市民体育大会が7月12日から26日までの間、栄町を主
会場として開催され、各会場で熱戦が繰り広げられました。
　印旛郡市民体育大会は、印旛郡市におけるスポーツの普及・振興を
図ることなどを目的として、毎年開催されています。
　白井市は16競技・24種目に305人（男子208人、女子97人）の選手が
参加しました。大会結果は次のとおりです。
【総合成績】
　第1位　佐倉市、第2位　印西市、第3位　四街道市、第4位　富里市、
第5位　八街市、第6位　白井市、第7位　栄町、第8位　酒々井町
【白井市の入賞種目】
　準優勝　クレー射撃、卓球女子、バドミントン男子・女子
　第3位　陸上競技男子・女子、ソフトテニス男子、バレーボール男子、
テニス男子
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

印旛郡市民体育大会結果
～クレー射撃、卓球女子、バドミントン男子・女子が準優勝～

卓球女子

バドミントン男子 バドミントン女子

クレー射撃
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斉
藤
重
兵
衛

　
今
回
は
、
白
井
町
史
の
史
料
集

Ⅱ
に
収
録
さ
れ
た
興
味
深
い
話
を

紹
介
し
ま
す
。

　「
浪

ろ
う
に
ん
い
っ
け
ん
か
き
お
さ
め
お
ぼ
え
ち
ょ
う

人
一
件
書
納
覚
帳
」
と
題

さ
れ
た
江
戸
時
代
の
古
文
書
に
記

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
文
政
元
（
1
8
1
8
）
年
12
月

15
日
の
夕
方
頃
に
斉
藤
重
兵
衛
と

名
乗
る
病
気
に
か
か
っ
た
浪
人
が
、

今
井
新
田
（
現
今
井
）
の
名
主
宅

に
宿
泊
さ
せ
て
欲
し
い
と
求
め
て

き
ま
し
た
。
一
度
は
宿
泊
を
断
っ

た
も
の
の
、
病
状
が
悪
そ
う
だ
っ

た
た
め
そ
の
日
は
泊
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
し
か
し
斉
藤
重
兵
衛

は
翌
日
、
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
日
も
看
病
し
て
そ
の
ま

ま
泊
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

重
兵
衛
は
沖
田
村
（
現
我
孫
子
市
）

に
知
人
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
こ

ま
で
送
っ
て
欲
し
い
と
頼
ん
で
き

た
の
で
、
今
井
新
田
で
は
17
日
の

朝
に
竹
を
編
ん
で
か
つ
ぎ
乗
せ
て
、

手
賀
沼
の
東
岸
を
北
上
す
る
ル
ー

ト
で
村
か
ら
村
へ
と
リ
レ
ー
す
る

形
で
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
午

前
9
時
頃
に
は
平
塚
村
に
着
き
、

す
ぐ
に
隣
の
浦
部
村
（
現
印
西
市
）

へ
と
引
き
継
が
れ
、
村
か
ら
村
へ

と
送
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
木
下
村
（
現
印
西
市
）
が
受

け
入
れ
ず
、
重
兵
衛
は
送
り
還
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
18
日
の
朝

4
時
頃
に
平
塚
村
に
戻
さ
れ
、
平

塚
村
と
今
井
新
田
の
境
ま
で
来
た

と
こ
ろ
で
、
つ
い
に
斉
藤
重
兵
衛

は
病
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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さ
て
、
問
題
は
ど
こ
の
村
で
後

を
見
る
か
で
す
。
今
井
新
田
と
平

塚
村
の
両
村
間
で
も
め
た
よ
う
で
、

沖
田
村
に
も
尋
ね
て
み
た
も
の
の

取
り
合
っ
て
も
ら
え
ず
、
今
井
新

田
と
平
塚
村
の
村
役
人
は
そ
れ
ぞ

れ
の
領
主
に
こ
の
事
件
を
報
告
し

ま
し
た
。
報
告
を
受
け
て
平
塚
村

の
領
主
高
岡
藩
の
井

い
の
う
え
ち
く
ご
の
か
み

上
筑
後
守
家

来
の
坂
口
勝
作
は
、
12
月
26
日
午

後
に
江
戸
屋
敷
か
ら
駕か

ご籠
で
、
ま

た
幕
府
代
官
中な

か
む
ら
は
ち
だ
ゆ
う

村
八
太
夫
の
手
代

森
川
広
右
衛
門
は
、
27
日
朝
に
八

幡
（
現
市
川
市
）
か
ら
徒
歩
で
現

地
へ
向
か
い
出
発
し
ま
し
た
。
こ

の
両
名
で
立
ち
会
い
検
分
し
、
そ

の
結
果
、
平
塚
村
の
延
命
寺
に
葬

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
斉
藤
重
兵
衛
は
平
塚
地
区
の
古

道
に
面
し
た
延
命
寺
の
旧
領
に
葬

ら
れ
ま
し
た
。
非
業
の
死
を
遂
げ

た
重
兵
衛
は
平
塚
地
区
の
人
た
ち

か
ら
病
に
効
能
の
あ
る
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
、
今
で
も
折
々
の
行
事

の
際
に
は
立
ち
寄
り
拝
ま
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
55
年
に
新
た
な
墓
石

が
建
て
直
さ
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
ん
で
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

斉藤重兵衛の墓

2015.8.15 6



福  コッコ広場

募
集
・
伝
言
板

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

高

齢

者

◆
中
国
語
講
座
受
講
生
募
集

　
中
国
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
、

ま
た
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
い

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

（
入
門
講
座
）

　
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
8
・

1
）
の
基
本
的
な
使
い
方
や
ワ
ー
ド

の
基
本
「
文
書
作
成
」
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
7
日
㈪
〜
10
日
㈭
（
全

4
回
）　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
4
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
　
1
、
3
3
9
円
（
資
料
代
）

申
　
8
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

う
人
向
け
に
2
つ
の
講
座
を
開
設
し
、

中
国
人
講
師
が
親
切
に
教
え
ま
す
。

【
入
門
ク
ラ
ス
】
中
国
語
を
ゼ
ロ
か

ら
勉
強
し
た
い
人
向
け

　
時
間

　
午

後
1
時
15
分
〜
2
時
45
分

【
会
話
ク
ラ
ス
】　
中
国
語
の
心
得
が

あ
り
、
日
常
的
な
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
人
向
け

　
時
間

　
午

後
3
時
15
分
〜
4
時
45
分

【
共
通
】　
日
程
　
9
月
5
日
㈯
か
ら

毎
週
土
曜
日
（
全
20
回
）　
場
所
　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
各
ク

ラ
ス
15
人
（
申
し
込
み
順
・
各
ク
ラ

ス
と
も
申
込
者
が
5
人
以
下
の
場
合

は
中
止
）　
受
講
料
　
1
7
、0
0
0

円
（
資
料
代
含
む
）

※
白
井
国
際
交
流
協
会
未
加
入
者
の

受
講
は
、
別
途
協
会
年
会
費
が
2
、

0
0
0
円
掛
か
り
ま
す
。

申
　
8
月
25
日
㈫
ま
で
に
は
が
き
か

メ
ー
ル
で
希
望
ク
ラ
ス
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

生
の
場
合
は
学
年
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
あ
る
場
合
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
〒
2
7
0
―
1
4
3
1

　
白
井
市

根
1
1
6
―
32
　
川
上
ビ
ル
　
白
井

国
際
交
流
協
会
事
務
局
・

 ifas@

bz04.plala.or.jp

へ

問
　
林
☎
0
9
0
（
3
4
9
7
）
6

9
5
9

◆
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
登
録
更
新

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
資
格
有
効
期
限
が
平
成
28
年
3

月
31
日
の
人
は
、
登
録
の
更
新
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
更
新
申
請

書
類
は
、
該
当
者
の
登
録
住
所
に
郵

送
し
ま
す
。
手
続
き
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
資
格
を
喪
失
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
9
月
1
日
㈫
〜
14
日
㈪

講
習
会
受
講
日
　
11
月
11
日
㈬
・
19

日
㈭
の
い
ず
れ
か
1
日
　
講
習
会
会

場
　
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

問
　
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局

（
千
葉
市
役
所
下
水
道
経
営
課
内
）

福  

帽
子
作
り
講
習

　
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の

帽
子
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
10
日
・
17
日
・
24
日
（
各

木
曜
日
・
全
3
回
）　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
6
〜
7
号
の
棒
針
、
毛
糸

合
太
3
玉

申
　
8
月
29
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

初
め
て
の
ヨ
ガ
教
室

　
体
の
ゆ
が
み
を
調
節
で
き
、
さ
ら

に
ス
ト
レ
ス
解
消
や
脳
を
活
性
化
さ

せ
る
効
果
の
あ
る
「
ヨ
ガ
」
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
月
10
日
・
17
日
・
24
日
、

10
月
1
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分 

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
女
性
　
12
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　

玉
内
集
子
さ
ん

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
靴
下

申
　
8
月
31
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
4
3
（
2
4
5
）
6
1
1
2

◆
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
公

開
科
目
受
講
生
募
集

　「
公
開
科
目
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

※
こ
の
科
目
を
受
講
し
て
も
、
単
位

を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

開
講
期
間

　
9
月
8
日
㈫
〜
12
月
22

日
㈫
　
公
開
科
目
・
開
講
曜
日
・
開

講
時
間
　【
①
異
文
化
理
解
】　
金
曜

日
・
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
20
分
　

【
②
時
事
問
題
】　
火
・
木
曜
日
・
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
0
時
20
分

【
③
国
際
関
係
論
】　
火
・
木
曜
日
・

午
後
3
時
30
分
〜
4
時
20
分
　【
④

中
国
語
Ⅰ
】　
火
曜
日
・
午
後
2
時

30
分
〜
4
時
20
分
、
木
曜
日
・
午
後

3
時
30
分
〜
4
時
20
分
　【
⑤
中
国

語
Ⅱ
】　
火
曜
日
・
午
後
1
時
30
分

〜
2
時
20
分
、
木
曜
日
・
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
20
分

※
①
〜
③
は
英
語
に
よ
る
授
業
と
な

り
、「
①
異
文
化
理
解
」
の
み
金
曜

日
に
2
時
限
連
続
の
授
業
で
す
。

受
講
料
　
1
科
目
に
つ
き
1
万
円

申
・
問

　
9
月
7
日
㈪
か
ら
30
日
㈬

ま
で
の
平
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
に
直
接
東
京
電
機
大
学
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
環

境
学
部
事
務
部
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

4
1
1
1
へ

◆
ホ
テ
ル
マ
ー
ク
ワ
ン
C
N
T
敬
老

の
日
無
料
宿
泊
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
敬
老
の
日
を
祝
っ
て
、
シ
ン
グ
ル

ま
た
は
ツ
イ
ン
の
部
屋
の
宿
泊
に
無

料
招
待
し
ま
す
。

日
程
　
9
月
21
日
㈷
　
対
象
　
70
歳

以
上
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
・
問

　
8
月
31
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
は
が
き
に
氏
名
・
年
齢
（
ツ
イ

ン
希
望
の
場
合
は
2
人
分
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
部
屋
タ
イ
プ
を
記
入
の

上
、
郵
送
で
〒
2
7
0
―
1
3
4
0

印
西
市
中
央
南
1
―
10
　
ホ
テ
ル
マ

ー
ク
ワ
ン
C
N
T
へ

イ

ベ

ン

ト

◆
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会

①
里
山
の
保
全
作
業

日
時
　
8
月
23
日
㈰
、
9
月
20
日
㈰
、

10
月
18
日
㈰
　
午
前
9
時
〜
11
時

（
雨
天
中
止
）　
対
象
　
市
民
　
持

ち
物
　
飲
み
物
、
帽
子
、
軍
手

②
安
全
講
習
会
（
刈
払
機
）

日
時
　
8
月
29
日
㈯
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
2
時
30
分
（
雨
天
時
は
9

月
19
日
㈯
に
延
期
）　
定
員
　
5
人

（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物
　
昼
食
、

飲
み
物
、
軍
手
、
筆
記
用
具

③
原
っ
ぱ
の
会
の「
き
の
こ
観
察
会
」

日
時
　
9
月
12
日
㈯
　
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
雨
天
時
は
9
月
13

日
㈰
に
延
期
）　
対
象

　
市
民

　
20

人
（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物

　
飲

み
物
、
帽
子

【
共
通
】

集
合
場
所

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）

参
加
費

　
1
0
0
円
（
保
険
代
）

※
①
・
③
で
小
学
生
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
以

下
は
参
加
費
無
料
で
す
。

申
・
問

　
①
は
各
開
催
日
の
3
日
前
、

②
は
8
月
24
日
㈪
、
③
は
9
月
9
日

㈬
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル
で
矢
野
☎

0
8
0
（
5
0
8
7
）
7
2
3
5
・

 y
m
h
a
ra
p
p
a
@
y
a
h
o
o
.

co.jp

へ

◆
な
し
坊
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5

　
白
井
市
の
農
産
物
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
旬
の
梨
（
豊

水
）
や
地
場
産
野
菜
な
ど
の
試
食
販

売
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
、
梨
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
東
日
本
大
震

災
被
災
地
支
援
の
た
め
、
福
島
・
宮

城
・
山
形
3
県
か
ら
の
物
産
も
出
店

し
ま
す
。「
な
し
坊
」
と
「
チ
ー
バ

く
ん
」
に
も
会
え
ま
す
の
で
、
み
ん

な
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
29
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
（
雨
天
決
行
）

※
梨
の
収
穫
体
験
（
雨
天
中
止
）
は
、

当
日
の
午
前
10
時
と
午
後
1
時
に
受

け
付
け
を
開
始
し
、
各
50
人
（
先
着

順
）
ま
で
、
参
加
費
は
1
人
5
0
0

円
で
す
。

問
　
Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所

「
や
お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）
2

0
0
7

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
29
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
蜩
（
ひ
ぐ
ら
し
）
の
声
に
夏
の
名

残
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　
暑
さ
を
忘
れ
て
ひ
と
と
き
、
朗
読

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
月
4
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

　
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室

　
入
場
料

　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　
佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛こ

う
も
ん門・
人

工
膀ぼ

う
こ
う胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

　「
障
害
者
福
祉
制
度
と
介
護
保
険

に
つ
い
て
」
の
講
演
会
の
ほ
か
、
補

装
具
展
示
相
談
会
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
9
月
19
日
㈯
　
正
午
〜
午
後

4
時
　
場
所
　
君
津
市
中
央
図
書
館

対
象
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び
そ
の

家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か
　
講
師
　

淑
徳
大
学
社
会
福
祉
学
科
　
結
城
康

博
教
授
ほ
か
　
参
加
費
　
無
料

問
　
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
☎
0

4
3
（
3
0
9
）
7
5
7
1

趣
味
・
教
養
・
学
習

冨  

趣
味
の
園
芸

　
冬
越
し
の
野
菜
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
6
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
一
般
　
20
人
（
申

し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

西  

演
劇
に
関
わ
り
た
い

人
を
募
集
し
ま
す

　
市
民
文
化
祭
で
発
表
す
る
演
劇

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
協
力
で
き
る
人

を
募
集
し
ま
す
。
役
者
だ
け
で
な
く
、

演
出
、
音
響
、
照
明
、
小
道
具
の
準

備
な
ど
、
裏
方
と
し
て
関
わ
り
た
い

人
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
8
月
20
日
、
9
月
3
日
・
17

日
、
10
月
1
日
・
15
日
（
各
木
曜
日
・

全
5
回
）　
午
後
6
時
〜
8
時

対
象

　
18
歳
以
上
　
15
人
（
申
し
込

み
順
）

申
　
8
月
19
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

　みんなの「集いの場」として、地域のプチ起業家によるワークショップ
とワンデーシェフランチを楽しむことができます。おしゃべりをしながら
いろいろな体験をしてみませんか。
【コッコ広場・ウィークデー】
日時・内容・定員　9月18日㈮　①10：00 ～ 12：00・スヌー
ド作り・15人　②12：00 ～ 14：00・ワンデーシェフラン
チ・20人（申し込み順）
持ち物　①のみ裁縫道具、不用のスカーフ
参加費　①無料　②500円

【コッコ広場・サタデー】
日時　9月12日㈯　10：00 ～ 15：00
内容・定員　①ミニミニバッグ作り・8人　②美活～夏
の美肌ワークショップ～・10人（申し込み順）　
参加費　各500円（材料費）

■申　電話か直接福祉センターへ

おしゃれなスヌード

ミニミニバッグ

2015.8.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2015.8.15 8
み ん な の ひ ろ ば

手づくりおもちゃの楽しさを女子大生に伝授
佐藤君子さんと吉田智恵子さん

　

回
っ
て
き
て
、
相
談
に
乗
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
預
か
っ
て
い
る
子
の

成
長
を
一
緒
に
見
て
も
ら
え
た
り

し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
電
話
で
も
相
談
に
乗

っ
て
く
れ
る
の
で
市
は
手
厚
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

近
く
の
保
育
園
に
も
夏
祭
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
一
緒
に
参

加
す
る
な
ど
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　
夫
は
保
育
マ
マ
に
な
ろ
う
と
相

談
し
た
と
き
に
、
預
か
れ
る
の
で

保
育
マ
マ
に
な
っ
た

き
っ
か
け

　
私
が
保
育
マ
マ
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
平
成
22
年
度
に
市
で
保

育
マ
マ
の
募
集
が
あ
り
、
そ
れ
に

応
募
し
た
か
ら
で
す
。
今
は
1
歳

の
女
の
子
を
、
月
曜
か
ら
金
曜
日

ま
で
1
日
中
預
か
っ
て
い
ま
す
。

保
育
マ
マ
に
つ
い
て
は
募
集
以
前

か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
応
募

し
た
理
由
は
、
そ
の
当
時
ま
だ
息

子
た
ち
が
小
さ
く
、
自
宅
で
子
ど

も
を
見
な
が
ら
仕
事
が
で
き
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
と
、
周

囲
に
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て

い
る
友
人
が
多
く
、
そ
う
し
た
子

育
て
世
帯
の
手
伝
い
が
し
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　
実
際
に
保
育
マ
マ
に
な
る
ま
で

に
は
、
研
修
や
市
の
保
育
園
で
の

実
習
の
ほ
か
、
当
時
市
で
は
初
め

て
の
試
み
だ
っ
た
た
め
、
都
内
の

保
育
マ
マ
の
自
宅
で
も
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
研
修
・
実
習
の
日
程

に
つ
い
て
は
、
役
所
の
担
当
課
が

子
育
て
に
配
慮
し
て
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
研
修
・
実
習
を
経

て
保
育
マ
マ
と
し
て
の
認
定
を
受

け
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
保
育
マ

マ
の
仕
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

家
庭
的
保
育
の
や
り
が

い　
2
人
き
り
の
穏
や
か
な
時
間
が

で
き
、
と
て
も
心
が
癒
さ
れ
ま
す

し
、
息
子
た
ち
も
喜
ん
で
く
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
や
は
り
他
の

家
の
子
を
預
か
っ
て
い
る
の
で
、

け
が
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
責
任
感
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

市
役
所
か
ら
毎
月
1
回
保
育
士
が

家
庭
的
保
育
か
ら
地

域
の
輪
に

　
こ
れ
か
ら
保
育
マ
マ
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
る
人
に
伝
え
た
い

の
は
、
こ
れ
は
と
て
も
「
い
い
仕

事
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
命
を

預
か
る
大
変
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

他
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
預

か
る
こ
と
で
自
分
も
勉
強
に
な
り

ま
す
し
、
や
や
大
げ
さ
で
す
が
社

会
貢
献
に
も
な
り
ま
す
。
私
は
近

所
の
子
を
預
か
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
預
け
て
く
れ
た
家
庭
と

地
域
で
接
す
る
こ
と
も
あ
り
、
保

育
マ
マ
と
し
て
預
か
る
こ
と
で
地

域
で
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
保
育
マ
マ
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

人
が
多
く
も
っ
と
多
く
の
人
に
知

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
預
け

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
人
に
は
実

際
に
保
育
の
様
子
を
見
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
　
内
線
3
3
5
5

あ
れ
ば
仕
事
と
い
う
意
味
で
も
息

子
た
ち
の
た
め
に
な
る
と
い
う
意

味
で
も
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

息
子
た
ち
の
反
応
が
、
預
か
る
子

と
の
相
性
な
ど
の
点
で
不
安
だ
っ

た
の
で
す
が
、
弟
や
妹
が
で
き
た

よ
う
に
と
て
も
喜
ん
で
か
わ
い

が
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
も

良
い
反
応
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

預
か
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
な

じ
ん
で
く
れ
て
い
て
、
子
ど
も
に

よ
っ
て
は
保
育
後
に
帰
り
た
が
ら

な
い
子
も
い
ま
す
。

　
実
は
、
家
庭
的
保
育
で
預
か
る

の
は
待
機
児
童
の
子
で
、
そ
の
子

の
保
育
園
が
決
ま
る
と
お
別
れ
を

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

時
は
私
も
預
け
て
い
る
保
護
者
も

寂
し
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
た

だ
、
自
分
の
息
子
た
ち
の
ほ
う
が

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
て
、
泣
い

て
お
別
れ
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。
弟
の
よ
う
に
か
わ
い

が
っ
て
い
た
子
と
別
れ
る
時
に
は

息
子
た
ち
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用

意
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
④

佐
藤
美
智
子
さ
ん

天
　
梅
雨
の
闇
生
き
継
ぐ
も
の
の
気
配
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

地
　
カ
ー
ナ
ビ
に
な
き
道
を
行
く
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
針
田
達
行

人
　
地
球
よ
り
こ
ぼ
れ
ぬ
よ
う
に
山
登
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

【
選
評
】　
天
　
梅
雨
と
い
う
天
候
の
悪
条
件
の
中
な
ほ
生
き
つ
ぐ

生
命
力
の
力
強
さ
、
妖
し
さ
ま
で
も
感
じ
る
。
雨
は
生
物
の
命
を

養
い
ま
た
命
を
奪
う
も
の
で
も
有
る
。
地
　
カ
ー
ナ
ビ
と
言
う
新

し
い
言
葉
を
上
手
に
使
っ
て
い
る
。
機
械
化
さ
れ
て
指
示
さ
れ
た

道
よ
り
、
人
間
の
勘
を
信
じ
て
道
を
選
ん
だ
。
雲
の
峰
は
冒
険
心

を
現
す
。
人

　
俳
諧
味
の
あ
る
作
品
。
山
と
言
う
地
球
そ
の
も
の

に
し
が
み
付
き
、
落
ち
な
い
様
に
一
歩
々
登
っ
て
ゆ
く
、
岩
場
と

思
え
る
。
作
者
の
句
歴
も
感
じ
る
。

港
で
し
ヨ
ッ
ト
は
孤
独
波
を
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
台
　
市
川
元
彦

良
き
日
得
て
紫
陽
花
の
道
退
院
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

風
鈴
の
音
し
て
き
た
り
わ
が
家
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
黒
河
内
和
子

捩
花
の
鹿
の
子
絞
り
を
纏
ふ
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
小
林
し
を
り

湯
上
が
り
に
ア
ッ
パ
ッ
パ
ー
の
心
地
よ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
下
堂
薗

　
慶
子

見
渡
せ
る
青
葉
風
の
み
山
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

風
鈴
や
疎
遠
と
な
り
し
家
の
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
松
村

　
猛

小
学
生
の
元
気
な
声
の
聞
こ
え
来
て

登
校
時
間
か
我
が
頬
ゆ
る
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
関
根
千
浪

【
選
評
】　
通
学
路
か
ら
小
学
生
の
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
登
校
時

間
が
き
た
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
元
気
な
子
供
の
声
に
心
が
和
む

の
で
し
ょ
う
。
頬
が
自
然
と
ゆ
る
む
の
で
す
。

完
熟
の
梅
の
香
り
に
ひ
た
り
つ
つ

今
年
も
無
事
に
南
高
漬
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復

　
　
　
　
杉
原
賢
一

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
準
備
運
動
す
る
児
ら
の

声
梅
雨
晴
れ
の
空
に
ひ
び
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台

　
　
藤
原
澄
子

ト
カ
ゲ
の
子
す
ば
や
く
逃
げ
る
に
ガ
マ
蛙

泰
然
と
し
て
木
の
下
に
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

昨
夜
の
雨
止
み
て
残
れ
る
に
わ
た
ず
み

清
し
き
朝
の
空
を
写
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

笑顔の佐藤さんと高倉美
みづき
月ちゃん

家
庭
的
保
育
者

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

　6月24日㈬、長年にわ
たって市の母子保健推進
員として活躍された冨士
在住の佐藤君子さんと、
堀込在住の吉田智恵子さ
んが、川村学園女子大学
（我孫子市）に講師とし
て招かれ、教育学部幼児
教育学科の1年生75人を
前に、子どもを対象とした手づくりおもちゃの活用について講
話をしました。
　佐藤さんと吉田さんは、手づくりおもちゃを手に取り、身振
り手振りでおもちゃの楽しさと子どもへの接し方について熱
心に学生に伝えました。学生たちは初めて見る手づくりおも
ちゃに目を輝かせ、話に耳を傾けていました。
　講話を受けた学生からは「日常生活にある新聞紙や牛乳パッ
クを上手に使って作られた手づくりのおもちゃで、子どもたち
を楽しませる事ができるなんて、この講話を受けて大変良かっ
たです」との感想がありました。
　佐藤さんと吉田さんは「手づくりおもちゃを体験した学生た
ちのあの笑顔！おもちゃの楽しさ、面白さ、そしてコミュニ
ケーションの取り方が伝わったのかなと思いました。そのすて
きな笑顔でおもちゃを通して子どもたちに伝えて欲しい」と話
してくれました。

手づくりおもちゃを体験する学生と説明する
佐藤さん（中央）と吉田さん

「なし坊サンバイザー」をみんなで手づくり

元母子保健推進員の


